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● 安全アプリケーションガイドについて 

近年，電子部品は人々の生活を支えるあらゆる機器で利用されており，家電，

産機，情報通信，車載，エネルギー，環境，医療分野など，様々な業種・用途

で使用され，使用環境も広範に及んでいます。 

「電気・電子機器用部品の安全アプリケーションガイド」は 1999年，機器メー

カと部品メーカとが双方で総合的に部品の安全性の向上を図ることを目的とし

て初版を発行して以来，時代の背景に合わせ，順次改訂を行ってきました。 

このガイドは，部品業界の安全に対する共通的な取組みを示すとともに，部品

をよく理解した上で，かつ，安全に使用していただくために，推奨事項，事例

などを紹介した情報を，機器メーカへ提供するガイドとして重要な役目を担っ

ています。 

そしてこのたび，SDGsの国連採択やカーボンニュートラルなど，環境面での社

会ニーズや，さらに拡大する電子部品の使用分野や信頼性への期待の高まりを

背景に 3回目の改訂となる RCR-1001C を発行いたしました。 

 

RCR-1001C 購入案内 

RCR-1001C 閲覧（電子ブック） 

 

本ガイドは部品全体の共通事項を記載しています。各個別部品のガイドは、部

品の構成・選定・取扱い方法などを記載して別途発行しておりますので、併用

していただくことで、総合的な理解を深めていただけると存じます。 

ぜひ、各種電子部品の安全アプリケーションガイドもご覧ください。 

 

《部品全体》             《個別部品のガイド》 
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● 適用範囲 

【主な対象機器】 

家庭用及びそれに類する用途の電気・電子機器，事務機器を含む情報技術機

器，電気用品安全法で定める電気用品など 

 

【主な対象部門】 

主に部品メーカ及び機器メーカの次の部門 

研究開発・設計部門，品質管理・品質保証部門，製造部門，生産技術部門及び

購買部門。 

 

 

● 安全に関する基本的な考え方 

部品の安全性を確保するためには，部品自体での安全性を更に向上させること

が最重要事項ですが，機器などの使用用途及び使用環境が，ますます広範囲に

なっており，部品メーカだけでは，その対応・対策をとることが限界にきてい

るのが実状です。このため，部品業界だけによる安全性確保の活動を行うだけ

でなく，部品メーカと機器メーカとの設計者が，お互いにより一層協力し合い

部品の安全性を最大限に発揮させるとともに，安全性を損なうと予見できる要

因を，取り除いていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 部品を安全に使っていただくために 

【部品の特性を知る手段】 

部品の特性を知るための情報ソース（カタログ，技術資料，納入仕様書など）

について，それぞれの特徴（定義，記載重点，取引，形態，留意すべきポイン

ト，入手方法，利用方法）を紹介しています。 

項目 カタログ 技術資料 

(テクニカルガイド・ 

アプリケーションノート) 

納入仕様書 

定義 
販売促進物  

（商品情報） 

部品解説一般  

（教科書） 

仕様・用途限定 

 （スペック） 

記載 

重点 
種別・特性 選定法・使用技術 規格・信頼性 

取引 契約関係なし 契約関係なし 技術的な取り決め 

形態 

・書面（紙カタログ）  

・インターネット  

・リーフレット 

（新部品紹介など）  

・電子データ 

・書面  

・インターネット  

・電子データ 

・書面  

・電子データ 

 

 

● 部品の上手な使い方 

【部品の誤った使い方による不具合事例及び注意事項】 

部品への要求仕様に対して，部品の理解不足のために発生した不具合事例／注

意事項を項目ごとに分けてノウハウ集としてまとめています。 

仕様 項目 

電気的特性 使用電圧，極性，異常電圧，高周波・高調波， 

大電流，微小電流，熱設計，漏れ電流など 
機械的特性 振動（共振）・落下，応力など 
安全設計 異常状態，過電流など 

信頼性 寿命特性，異常温度，熱衝撃，静電気，ノイズ， 

過渡現象，塵埃，ガス，気圧など 
 

 

● その他 

本ガイドには，上記の他にも 

・部品メーカの安全に関する取組み 

・個別部品の安全アプリケーションガイドの記載内容 

・部品の安全規格と認証制度  

なども記載しており， 

電子部品に関する広範な知識を得られる内容となっております。 

 

部品メーカ及び電気・電子機器メーカ製品の安全性向上のため，より多くの

方々に広くご活用いただければ幸いです。 

 

★相互確認 
・要求仕様 ・カタログ・ホームページ 

・用途連絡 ・技術資料 

・使用環境 ・納入仕様書・承認仕様書 

安全設計による機器の安全確保 
＊部品をよく理解していただく 

＊部品を安全に使っていただく 

 

https://www.jeita.or.jp/cgi-bin/standard/search.cgi?id=148
https://www.jeita.or.jp/japanese/standard/book/RCR-1001C/#target/page_no=5
https://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=1291&ca=21

